
市町村名 渡嘉敷村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 渡嘉敷村景観計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－１－（６）－ア

基本計画該当箇所 沖縄らしい風景づくり

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
29 元 該当箇所

担当部課名 観光産業課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容 観光地として本村の豊かな景観資源の維持・保全を図るため、景観計画を策定する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H２９年度 H３０年度 R１年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 3,132 5,994 5,390 14,516

Ａ．予算現額 3,132 5,994 5,390 14,516

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% #DIV/0! 100.0%

うち
交付金充当額

2,505 4,795 4,312 11,612

執行状況の説明 ・平成２９年～令和元年度の３年間で計画を策定することが出来た。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 ○年度 ○年度

実　績 実施

景観計画策定に向けた策定調査の完了

目　標 実施

実　績 実施

策定調査業務の実施

目　標 実施

実　績 ２回

住民ワークショップの開催２回

目　標 ２回

実　績 １回

瓦版の作成２回

目　標 ２回

実　績 実施

庁内会議開催の支援

目　標 実施

実　績 未実施

パブリックコメントの実施

目　標 実施

実　績 完了

景観計画策定の完了

目　標 完了



事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 ○年度 ○年度

景観計画策定の完了

実　績
基礎調査の

完了
調査業務の
完了

策定業務の
完了

目　標
基礎調査の

完了

調査業務の
完了

策定業務の
完了

実　績

目　標

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R2年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 93.5%

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

魅力的な観光地としての景観形成を図られたか（８０％以
上）を含め、観光客や村民等へのアンケートにより、本事
業のあり方について検証する。

目　標 80.0%

状
況
説
明

【R2年度】
・渡嘉敷島訪問についての意識調査で渡嘉敷島での自然景観についての印象を教えて下さい。魅力的である（93．5％）の調査結果の
為、目標を上回っている。
・コロナの影響により、調査人数が31名の少人数となった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・申請時（景観区域内行為届等）の確認においてガイドラインの遵守を依頼し、定期的な広報等（村ホームページ・とかしき広報）を実施し景観形成維持
に努めていく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R2年度】
・景観計画を策定したことにより、建築の高さ・色合い・ブロック塀の高さなど
景観形成等の配慮に努める状況になった。

【R2年度】
・申請時（景観区域内行為届等）の確認において、ガイドラインの遵守を依
頼し景観形成等に努めていく必要がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・



市町村名 渡嘉敷村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 歴史文化資産保存活用事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章－１－（４）－（ア）

基本計画該当箇所 沖縄の文化の源流を確認できる環境づくり

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－３－（２）
29 1 該当箇所

担当部課名 教育課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容
修学旅行や村民が学べる機会を増やすとともに、観光資源としての活用を図るため、沖縄戦史の資料を整理・作成し、平和学習
に活用する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H29年度 H３０年度 R１年度 合計

Ｂ．執行済額 4,968 5,292 5,456 15,716

Ａ．予算現額 4,968 5,292 5,456 15,716

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

うち
交付金充当額

3,974 4,233 4,364 12,571

執行状況の説明 H29年度～令和１年度の３年間で、調査、資料整理をすることが出来た。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度

実　績 50ヶ所

歴史文化資産概要把握実態調査

目　標 50ヶ所

実　績 ３９件

聞き取り調査

目　標 50件

実　績 実施 実施

文化財遺跡等の実施調査

目　標 実施 実施

実　績 実施 実施

沖縄戦に関わる史実等の聞き取り調査

目　標 実施 実施

実　績 実施

資料として整理・作成

目　標 実施

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度

文化財遺跡等の実施調査　完了

実　績 50ヶ所 ５０ヶ所 ２０ヶ所

目　標 ５０ヶ所 ５０ヶ所 ２０ヶ所

実　績 ３９件 １４件 調査完了

沖縄戦に関わる聞き取り調査　完了

目　標 ５０件 50件 調査完了

実　績 5,000部

ガイドマップの作成　完了

目　標 5,000部



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R2年度

実　績 ０校

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

資料を活用し、平和学習会を実施した修学旅行学校数

目　標 ３校

状
況
説
明

【R2年度】
・新型コロナウイルスの影響により、本村への修学旅行来島がすべてキャンセルとなり、修学旅行学校への平和学習が実施出来なかっ
た。

・本村教育委員会主催の「とかしき平和学習」にて、調査・整理した沖縄戦の資料を配布した。
（新型コロナウイルスの影響により、資料配付のみの開催としている）
・文化財ガイドマップを、渡嘉敷村歴史民俗資料館、渡嘉敷村観光案内所、教育委員会にて配布している。
・村立学校へも資料を提供し学校での平和学習事業に役立てた。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績 １３３名

資料を活用した学習会への参加人数５０名

目　標 ５０名

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・修学旅行での平和学習を請け負っている方と、連携をとりながら作成した資料を活用した平和学習会を実施する。
・文化財ガイドマップを活用した、ガイドツアー等を、村内のガイドの方と構築する。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R2年度】
・沖縄戦に関わる体験談などを、聞き取り調査した事で、後世へ伝承する事
が出来た。

【R2年度】
・今後も、調査資料を活用した平和学習を実施し、新たな語り部となる方
の育成に努める。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・



土砂災害避難計画（発令準備・対象地域、避
難所の整理）

目　標 策定

実　績 策定

地震・津波災害避難計画の策定（避難指示の
基準・地域の避難計画、避難所の整理）

目　標 策定

実　績 策定

防災情報GISの構築

目　標
防災情報
GISの構築

実　績
防災情報
GISの構築

地区別防災カルテの作成

目　標 3地区

実　績 3地区

避難所台帳の作成

目　標 10箇所

実　績 10箇所

実　績 策定

業務継続計画の策定

目　標 策定

更新

地域防災計画の更新

目　標 更新

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度

実　績 策定

各種対応マニュアル等の策定

目　標 策定

実　績

98.4%

うち
交付金充当額

20,442 17,245 9,152 46,839

執行状況の説明 3カ年を通して、執行率は98.4％となり、概ね計画通りに執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H29年度 H30年度 R1年度 合計

Ｂ．執行済額 25,552 21,556 11,440 58,548

Ａ．予算現額 25,552 22,517 11,440 59,509

執行率（％）(B/A) 100.0% 95.7% 100.0% #DIV/0!

事業内容
災害時において村民及び観光客等の安全性を確保するため、「地震・津波災害避難計画」「土砂災害避難計画」及び「各種対応
マニュアル」を策定するとともに本村ホームページで公開している防災情報ポータルサイトの情報の精査を行う。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 渡嘉敷村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 渡嘉敷村総合防災体制構築事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-10-（２）
29 1 該当箇所

担当部課名 総務課
事業実施
年度

平成 ～

第3章-２-（４）-イ

災害に強い県土づくりと防災
体制の強化



防災情報ポータルサイトへ関連情報の公開

目　標 公開完了

実　績 公開完了

防災情報GISの構築完了

目　標 完了

実　績 完了

地区別防災カルテの作成完了

目　標 完了

実　績 完了

土砂災害避難計画の策定

目　標 策定完了

実　績 策定完了

地震・津波災害避難計画の策定

目　標 策定完了

実　績 策定完了

避難所台帳の作成完了

目　標 完了

実　績 完了

実　績 策定完了

業務継続計画の策定

目　標 策定完了

更新完了

地域防災計画の更新

目　標 更新完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 ○年度 ○年度

各種対応マニュアル等の策定

実　績 策定完了

目　標 策定完了

実　績



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【　R2年度】
・防災情報ポータルサイトで本村防災情報を提供することによって、村民及び観光客等の安全性の確保、防災力の向上を図ることができた。一方でイ
ンターネットでの情報提供だけでは足りないことも明らかになったため、今後は違う媒体での情報提供体制の構築・強化に努めていくことが必要であ
る。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　R2年度】
・インターネットをそれほど利用していない方、主に高齢者層の防災情報
ポータルサイトの認知度が低かった。

【　R2年度】
・引き続き防災情報ポータルサイトの周知に努めるととも、高齢者層には
インターネット以外の媒体で情報提供をプッシュ式で行う必要がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【　R2年度】
・避難訓練時に実施したアンケートの結果、目標値を少し下回る結果となった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R2年度

実　績 74.5%

○年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観光客等が参加する避難訓練において、津波・土砂災
害避難計画や公開された防災情報を活用することで、安
全性が確保されたか（80％以上）を含め、当該事業のあ
り方をアンケートで検証する。

目　標 80.0%


